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論 壇

新しい国際標準に基づく臨床試験の公表・報告バ

イアスの軽減にむけた取り組みについて

…………………………………………土井由利子

資 料

特定保健指導の実績が良好な全国健康保険協会の

支部における取り組みと課題保健師のフォー

カスグループインタビューも用いて

………………………………………林 芙美，他

医療観察法対象者の地域支援の現状と課題

………………………………………原田小夜，他

公衆衛生活動報告

家族ピア教育プログラムの精神科病院での採用と

継続に関する要因の検討ケーススタディ

………………………………………蔭山正子，他

平成年度 厚生労働省先駆的保健活動交流推進事業

データを活用した保健活動推進のためのフォーラム “データ活用は地域づくりのたまて箱”

参加者募集

日本看護協会では，平成27年度より，データを活用した保健活動の強化に向けて，全国 5 自治体においてパイ

ロットスタディーを実施しています。その一環として，標記フォーラムを開催します。本フォーラムでは，その

取組み過程に関わった保健所や有識者を交えて，データを活用した保健活動や施策化を推進するための保健師の

役割や組織内外からの支援のあり方等，効果的なプロセスを公表します。皆様のご参加をお待ちしています。

○日 時平成29年 1 月20日(金) 1030～1630
○会 場フォレスト仙台 フォレストホール（〒9810933 仙台市青葉区柏木 1245)
○定 員140名程度

○参加対象行政保健師及びデータヘルスに係る事務職の方・公衆衛生活動やデータ活用について市町村保健師

等へ支援・協力する立場にある方（公衆衛生医師，公衆衛生/公衆衛生看護学分野の教員等）等

○参 加 費無料 ※参加費には受講費以外の交通費・宿泊費・食費等は含みません。

○募集期間平成28年10月 5 日(水)～11月18日(金)正午 ※原則，先着順とし，参加決定は平成28年12月上旬頃

に通知予定。

○申込方法日本看護協会ホームページより申込書をダウンロードし必要事項を記入後，下記事務局までメール

または FAX にて送付。

○問合わせ公益社団法人 日本看護協会 健康政策部保健師課

〒1500001 東京都渋谷区神宮前 582
FAX0357788478 EMail: hokenshi＠nurse.or.jp 電話0357788844

○そ の 他参加者には，もれなく「データの『見方』は保健師の『味方』」※をプレゼント

※平成27年度厚生労働省保健指導支援事業の一環で開発した冊子。データ活用の考え方やデータを読み解く手

順・データヘルス研修企画ポイント等を詳しく解説したもの。
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8 月末に台風10号が東北・北海道地方に上陸し，大き

な爪痕を残しました。犠牲になられた方々のご冥福をお

祈りするとともに，被災された地域の皆様が 1 日も早く

元の生活に戻ることができますよう願っております。ま

た，麻疹流行のニュースも飛び込み，あらためて，空港

など大勢の人が利用する場における空気感染対策の難し

さを考えさせられました。

さて，本号は原著 2 編と資料・公衆衛生活動が各 1 編

掲載されています。国民健康・栄養調査のデータを用い

て，「都会の人ほどよく歩く」ことを実証した結果は，

私も含め地方にいる者にとっては，東京などに出張する

度に実感していることと一致しておりましたが，これま

での実証データが少ないことは驚きでした。もう一方の

原著では，高齢者を対象として，膝の痛みと関連する要

因を検討しており，低い身体活動量や高 BMI などが膝

痛と関連しているとの結果です。独立した 2 つの研究で

はありましたが，特に都市部以外の地域では，高齢者の

身体活動量低下と膝の痛みの悪循環を示唆する結果では

ないかと思った次第です。資料では，市町村の母子保健

担当者を対象とした調査結果を質的研究手法でまとめて

います。自由記載による多くの意見を集約した内容で，

現場の担当者の思いが詰まっている論文となっておりま

す。公衆衛生活動報告では，地域診断支援ツールを利用

し，高齢者サロンを展開した経緯が報告されており，特

に地域の課題や保健師の経験を“見える化”し，その情

報を web 上で共有するというシステムは，他の自治体

でも幅広く参考になる活動例ではないかと考えます。

鹿児島も日中はまだまだ残暑厳しいのですが，朝晩は

だいぶしのぎやすくなりました。我が家のポケモント

レーナー達はスマホを持って歩き回っていますが，私は

歩数計持参で，真面目に散歩しようと思うことでした。

ちなみに歩数計のアイデアを最初に示したのは，なん

と，レオナルド・ダ・ヴィンチなのだそうです。自分の

アイデアが，500年後の人類の健康管理に活用されると

までは思っていなかったでしょうね。 （郡山千早）


